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◆  消防団への「感謝の集い」開催 

1 月 10 日(土) 平成 27 年薩摩川内市消防出初式が 

川内川河川敷で開催され、藺牟田分団も参加し堂々の 

行進を披露しました。 

その後、場所を竜仙館に移して、地区コミュニティ 

協議会主催の「感謝の集い」が開催されました。これ 

は、日ごろから地区の防火活動に尽力していただいて 

いる消防団員の労をねぎらい実施しているものです。 

   ｢感謝の集い｣には、薩摩川内市消防局次長様をはじ 

めとし、多数のご来賓のご臨席をたまわりました。 

また、これまでの活動に対する表彰もあり、次の方 

々が表彰されました。(敬称略) 

 ◎薩摩支部長表彰(25 年)   ◎県消防協会精績章(15 年) 

   分団長 長沼 悟      班長 古川 伸弘 

 ◎薩摩支部長表彰(15 年)     団員 早崎 忠 

   団員  米積 和彦     団員 肥後 大造 

◎薩摩支部長表彰(夫婦 3 年)    団員 脇  心介 

   団員  山元 勉・貴代ご夫妻 

 

◆  第 10 回薩摩川内市地区コミュニティ対抗綱引競技大会に出場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月 18日(日) 第 10回薩摩川内市地区コミュニティ対抗綱引競技大会がサンアリーナせん

だいで行われ、藺牟田地区からは｢チームラムサール｣が男子の部・女子の部に出場しました。

男女とも予選ブロックを勝ち進み決勝トーナメントに進出しましたが、健闘むなしく念願の

優勝は果たせませんでした。しかし、全力で綱を引き合う姿は感動的でした。選手の皆さん

お疲れ様でした。また、会場まで応援に来てくださいました方々、ありがとうございました。 

 



◆ 祁答院地域まちづくり懇話会開催 

2月 20日(金)祁答院公民館で 5年ぶりに開催される 

祁答院地域まちづくり懇話会がありました。 

岩切秀雄市長より市政概要等の報告があった後、各 

地区のコミ協会長より第 3 期地区振興計画の重点項目

等の説明と各地区が抱えている問題点や要望等などが

発表されました。 

藺牟田からは、観光地でもある藺牟田池の環境整備 

について、竜石線や外周の桜植栽やテングス病対策、

紅葉樹植栽等について要望いたしました。 

 

◆ 第 10 回薩摩川内市生涯学習フェスティバルに出店 

2月 22日(日) サンアリーナせんだいで、第 10 回薩摩川内市生涯学習フェスティバルが 

開催されました。 

藺牟田地区からは、ブランド市と食育コーナーに祁答院特産品加工センターが出店いたし

ました。ブランド市ではジャムや甘露煮などのキンカン加工品や黒豚みそなどを販売しまし

た。食育コーナーでは祁答院名物「さとっこあげ」を販売しましたが、揚げたての「さとっ

こあげ」はとても好評で、用意した 500 本の「さとっこあげ」は完売しました。 

 祁答院特産品加工センターは初めての出店でしたが、美味しかったと作り方を聞きにくる

お客さんもあり、今後に期待が持てるイベントになったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆ 「高齢者の健康づくり講演会」開催 

2月 24 日(火)藺牟田地区コミュニティセンターにおいて、「高齢者の健康づくり講演会」 

が開催されました。今回は、グループホームわかまつ園管理者の折田 喜美子先生に認知症

予防について講演をしていただきました。折田先生の幅広い知識と経験に基づいた具体的な

話に、参加していただいた 63名の方々は、熱心に話を聞いていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演後に書いていただいたアンケートの一部を紹介します。 

○本日の講演会、本当に良かったと思います。認知症はけっして他人事ではないと感じてい

ます。今後もこういう講演会ができれば良いと思います。 

○認知症の話、とても実感として聞かせていただきました。今はど忘れ？アルツハイマーか

なと思うときもありますが、地域の方々と少しでも接しながら、助け合って暮らせたらと思

います。 

○今回のような話を聞く機会をいただいて良かったです。自分も一人暮らしになり、時々不

安を感じることもありましたが、今日の話を聞いて少し元気が出ました。ありがとうござい

ました。 

○大切なことをたくさん教えてもらいました。自分がこれからどうなるかわからないのです

が、自分のことは自分でする事が大事だなと思った。また、ゆっくりと講演を聞きたいと思

った。 


